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轟塞翁妾桑譲 露暴譲韮聾

ホーム山桜   ～ 新しい入居者さん～

夢の中     ～ 治子の夢～

戦争の頃    ～ 大和の台湾少年工の話～

お楽しみ会   ～ 敬老の日のお楽しみ会～

再びホーム山桜 ～ 天からの声～

第 1場

第2場

第3場

第4場

第5場

襲亀幸ゴそ華

ここは大和にあるグループホーム 「ホーム山桜」の居間。入居者はみなそれぞれの個性

をもち、それぞれの思いや事情の中で、毎日の生活を続けている。

この日、新しい入居者、美鈴がやってくる。入居者の反応はそれぞれ果なる。美鈴も、

自分の居場所がなかなか見つからず、不安になる。

各自が自室に戻ったあと、治子一人が、居間に残り、編み物を続けるうちに、うとうと

しながら昔の夢を見る。今は亡き夫の良賢和尚と、まだ幼い二人の子ども慈雲と慈恵との

会話やいたずらの様子を夢で楽しむ。

ある日、近くの小学校の子供たちが、ホームを訪問。社会科クラブの研究で、戦争の時

の高座海軍工廠と、そこで働くために台湾からやってきた少年工のことを調べるのだとい

う。当時の様子を知る高志が、おだやかに話し始める。空襲で命の危険に晒されながら、

飛行機工場で働いた台湾少年工のことや、その後の、台湾と日本の交流の話を聴く。大和

育ちの治子と弥生も、台湾の方々のことを話す。

9月 の敬老の日を祝うお楽しみ会。優しい心をもつ訪問者達に囲まれて、かたくなだっ

た、老人達の気持ちも次第に高揚し、音は得意だった芸を披露し、自慢しあう者も出てくる。

お楽しみ会の翌日。楽しかった時間や、数日前の台湾工の話を思い出すうちに、入居者

同士の気持ちもゆっくりほぐれていく。生きているってなんて素晴らしいことだろう。た

だそれだけで。

題等ゃ安 革

治子=水野昂子      弥 生=佐竹育子     か なこ

美鈴=雙田春枝      高 志=松崎治幸

ヘルパー綾=木村朱実   ヘ ルパー幸=笹本洋子

慈雲 ・イズミー=長澤純子 慈 恵 ・ノモリー=戸ケ崎満里

やすか=田口恭香           も え=池田 萌

ゆうと=佐竹優斗           ま い=川原菜華

舞友会=一戸純子      相 模亭 み の助=河戸 実

中央林間一輪車クラブ=大栄美緒  上 木 恵   山 口彩乃

新原瑞生  伊 部加歩  岩 田明子

[大空ひばり]=上 原慶子

施設長=長尾里美

良賢和尚=戸 ケ崎正次

仏像 =木村光寿

まなか=三沢愛佳

みさき=藤原 柚

三角萌音

大堀七海





市民劇団 「演劇やまと塾」のあゆみ
平成 18年 10月  新 生市民劇回 「演劇やまと塾」発足

① 平成 19年  8月 「春 ・夏 ・秋 ・冬」(市保健福祉センターホール)

② 平成 19年 11月 「あしたへ続く道」(市桜ヶ丘センター祭り参加)

③ 平成20年  3月 「ターミナル (終着駅)」(りんぶん村の芝居小屋参加)

④ 平成20年  8月  「CANVAS」 (市生涯学習センターホール)

⑤ 平成21年  3月  「GO FOR IT」

(脚本/塾 生・りんぶん村の芝居小屋参加と県地域演劇交流春フェステイバル鶴見大会参加)

⑥ 平成21年  3月  「十六SIXTEEN YEARS OLDJ

(県演劇博覧会参加と県地域演劇交流春フェステイバル縄見大会参加)

⑦ 平成21年  8月  「楽屋」 「SEVEN BRIDGESJ

(市生涯学習センターホールと横浜赤れんが倉庫 ・横浜開国博参加)

⑤ 平成22年  3月 「夢の話」 (脚本/塾 生 ・りんぶん村の芝居小屋参加)

③ 平成22年  4月 「三国一の花嫁J

(市生涯学習センターホール・県地域演劇交流春フェステイバル大和大会参加)

⑩ 平成22年 10月 「花咲く森でJ

(原作 ・演出/中 野智晴 脚 本/塾 生 ・市生涯学習センターホール・市文化祭参加)

① 平成23年  3月  「SEED」

(原作/中 野智晴 演 出/大 矢絹子 ・りんぶん村の芝居小屋と県地域演劇交流

春フェステイバル参加予定 =3,11束 日本大震災のため2公演とも中止)

② 平成23年 9月 3日 (結成5周年記念公演)「そのまんま そ のまんま」

(脚本/水 野昂子と演allやまと塾生 部 分監修/石 川公弘 演 出/森 田徹)

(YAMATO ART100参 加 県 文化芸術団体事業助成事業)

市民劇団 「演劇やまと塾」は

演劇の公演活動や市の行事への参加協力、ボランティア活動を通して、演劇の楽しさを

広め、同時に塾生の演技 ・表現力の向上をめざします。

世代を超え、どなたにも演劇の楽しさを知っていただき、地域の芸術文化推進の一助と

なり、市民の皆様にひろくご支持をいただける活動を継続いたします。劇団員募集中です。

公式ブログhttp://blog goo nettp/engekiyamato/

NPO法 人

地域家族しんちゃんハウス
理事長 館 含 みち子

〒2420006 神 奈川県大和市南林間7145
TEL/FAX 046-276-7955
メータレHnio@sttnchanhouse com
URL:http://www shinchanhouse com/

大自然や社会の中で「共生の能力」の基礎を身につける

ポーイスカウト太租第3回
年長から中学3年まで/県 央唯―男子のみのスカウト

と  だ  け ん tヽち

団委員長 土 田 謙 ― TEL・FAX 046‐264-1649
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